
 
 

昨年の5月に大気汚染防止法の一部を改正す
る法律が公布されました。これに伴う大気汚染

防止法の主な改正点は、揮発性有機化合物（以

下 VOC という）の排出規制等を追加すること
です（同法第１条）。ここで VOC とは、大気
中に排出され、または飛散したときに気体であ

る有機化合物（浮遊粒子状物質およびオキシダ

ントの生成の原因とならない物質のうち政令

で定める物質を除く）です（同法第２条）。EU
（ヨーロッパ共同体）においては既に規制が行

われており、今回の排出基準は EUにおける知
見を参考にし、施設ごとの排出抑制技術の採用

実態を踏まえて、現時点で適用可能な技術を幅

広く採用する方向で制定されました。 

 改正大気汚染防止法の施行期日は平成１７

年６月１日でしたが、排出基準を適用するにあ

たり、VOC 排出抑制対策技術の検討、対策の
導入計画の作成等に時間がかかることから、排

出の規制等に係る規程は平成１８年４月１日

から施行されることになっています（平成１７

年政令 188号）。また、既設の VOC排出施設
にかかる排出基準の適用については、最大限平

成２２年３月３１日までの猶予期間が設けら

れます。同法における施策の指針として、VOC
の排出の規制と事業者が自主的に行う VOC の
排出および飛散の抑制のための取組とを適切

に組み合わせて、効果的な VOC の排出および
飛散の抑制を図ることを旨としています（同法

第１７条）。 

 同法が想定している VOC 排出施設の主なも
のは､塗装、接着､印刷、化学製品製造、工業用

洗浄および VOC の貯蔵関係施設であり、また
政令で、VOC から除く物質として、メタンを
始め８種類が指定されています。規制対象とな

る施設は各々の施設における規模要件と、それ

ぞれ排出基準があります。VOC 排出施設を設
置しようとする場合は都道府県知事に届けが

必要で、排出基準を遵守する義務があります。 

 排出基準値の設定については、今回の規制に

おいては VOC を包括的に捉えていることか
ら、VOC に該当する物質の炭素原子数に着目
して、１m3あたりの炭素の量に換算した VOC
の量（cm3）とすることが適当とされ、規制基

準の単位はppmCと表されます 1)。したがって、 
 

 
 

個々の化学物質のリスクに基づいた規制では

ありません。ヒトに対するリスクの評価ではま

た別の方法により行い、一般には主に損失余命

によって評価します。リスクのレベルは物質に

よって 10 万倍以上の開きがあり、かつては環
境汚染物質の代名詞であった有機塩素系殺虫

剤のリスクは今では必ずしも上位のリスク要

因ではないことが示されました 2)。このリスク

ランキングによると、ベンゼン・キシレンが、

0.1 前後であるのに対し、殺虫剤の DDT が
0.016、シックハウス症候群で問題になったホ
ルムアルデヒドが 4.1、DPF（ディーゼル粒子）
が 14～58、さらに受動喫煙が 12～120となっ
ています。これらの数値には個人差が大きく、

幾何標準偏差の値が最大 4.6とされています。 
 今回の規制では化学物質の種類に関係なく

炭素量で測定､表示されますが､その他の法の

化学物質関連規制法(PRTR 法等)､公害防止基
本法（大気汚染防止法等）､廃棄物処理法、フ

ロン回収破壊法、安全衛生法､危険物取締法､消

防法等では、細かく化学物質そのものについて

規制がなされています。それらは基本的には循

環型社会の形成のための法体系といえます 3)。 

  さて、VOC の規制に対して考えられる対策
は、第１には、塗料の水性化、無機化などによ

り VOC を出さないようにすることが考えられ
ます 4)。第２には、工場塗装等において発生し

てしまった VOC を燃焼・吸着等によって除去
して環境に放出しないようにすることが考え

られます。いずれにしても規制実施期限があ

り、それに加えて我々自身の健康や地球温暖化

にも関連する重要なことであります。 

 なお、当研究所においては、塗装やめっきな

どの表面処理品についての技術相談に応じて

おり、また 9月 13日に「VOCの低減に関する
最近の話題」の講演会を当所で開催します。参

加ご希望の方はお問い合わせ下さいい。 
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